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Elementary schools develop the Start Program to enable first graders to
 
smoothly adapt to elementary school life. The program covers points children
 
should take into consideration in terms of their daily lives along with learning
 
aspects. However,this program was initially developed without paying adequate
 
attention to what children had already learned and experienced at kindergartens or
 
nursery schools,thereby making it difficult for children to follow and occasionally
 
leading to decreased motivation for learning.
This thesis highlights the purpose and usage of picture books and how they vary
 
between kindergartens, nursery schools and elementary schools (especially for
 
students in lower grades),as well as points teachers should consider when introduc-
ing picture books. It also suggests that by effectively using picture books with a
 
full understanding of their characteristics and how they should be introduced,on-site
 
teachers can have a further positive effect on children’s growth,and that picture
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(森山 京 作 高見八重子 絵）
下巻「くじらぐも」（中川李枝子 作 柿本幸造 絵）
「まのいいりょうし」（稲田和子 作 筒井悦子 絵）
「ずうっと、ずっと、大すきだよ」（ハンス＝ウィルヘルム 作・絵 久山太市 訳）
「たぬきの糸車」（岸なみ 作・村上 豊 絵）
「だってだってのおばあさん」（佐野洋子 作・絵）
【２年】上巻「ふきのとう」（工藤直子 作・平岡 瞳 絵）
「スイミー」（レオ＝レオニ 作・絵 谷川俊太郎 訳）
「ミリーのすてきなぼうし」（きたむらさとし 作・絵）
下巻「お手紙」（アーノルド＝ローベル 作・絵 三木 卓 訳）
「わたしはおねえさん」（石井睦美 作 黒井 健 絵）
「三まいのおふだ」（瀬田貞二 文 斉藤隆夫 絵）
「スーホの白い馬」（大塚勇三 作 リー＝リーシアン 絵）
【３年】上巻「きつつきの商売」（林原玉枝 作 村上康成 絵）
「たのきゅう」（武田 明 文 やぎたみこ 絵）
「もうすぐ雨に」（朽木 祥 作 高橋和枝 絵）
下巻「ちいちゃんのかげおくり」（あまんきみこ 作 上野紀子 絵）
「三年とうげ」（李錦玉 作 朴民宣 絵）
「モチモチの木」（斉藤隆介 作 滝平二郎 絵）
【４年】上巻「白いぼうし」（あまんきみこ 作 こころ美保子 絵）
「ふるやのもり」（瀬田貞二 文 長谷川義史 絵）
「一つの花」（今西祐行 作 松永禎郎 絵）
「かげ」（ニコライ＝スラトコフ 作 松谷さやか 訳 伊勢隆則 絵）
下巻「ごんぎつね」（新美南吉 作 かすや昌宏 絵）
「プラタナスの木」（椎名 誠 作 中島梨絵 絵）
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「初雪のふる日」（安房直子 作 寺門孝之 絵）
【５年】 「あめ玉」（新美南吉 作 根本 孝 絵）
「なまえつけてよ」（蜂飼 耳 作 北沢優子 絵）
「大造じいさんとガン」（椋 鳩十 作 水上みのり 絵）
「見るなのざしき」（桜井信夫 文 石橋富士子 絵）
「わらぐつの中の神様」（杉みき子 作 黒井 健 絵）
「のどがかわいた」（ウーリー＝オルレブ 作 母袋夏生 訳 下田昌克 絵）
【６年】 「カレーライス」（重松 清 作 唐人原教久 絵）
「河鹿の屛風」（岸なみ 文 佐藤昌美 絵）
「やまなし」（宮沢賢治 作 かすや昌宏 絵）
「海の命」（立松和平 作 伊勢英子 絵）
これらの教材がすべて絵本であるかというと、必ずしもそうとは言えないだろう。１年生の上巻で扱
われる「はなのみち」は、２ページ毎の見開きに文章が載せられている。まさに絵本の様式を備えてい
る教材である。
くまさんが、
ふくろを みつけました。
「おや、なにかな。
いっぱい
はいって いる。」
この一文を読んだ後、子どもたちは左側の全ページを使って大きく描かれている絵に目をやる。その
絵は熊の子が袋を持ち、自分の右手のひらの上に乗っているものを見ている絵である。熊の子の手のひ
らからは、何かがこぼれ落ちて床の上に広がっている。たんすやストーブなど、部屋の中の様子も丁寧
に描かれている。熊の子が持っている袋は、どこから見つけて来たものかも想像することができる。そ
の後の３枚の絵も見開きの半分以上を使って描かれている。文字による読み取り以上に、絵から想像し
ながらお話の流れや状況をつかむことにことができる。この活動は国語の学習の中で必ずと言ってよい
ほど行われる、登場人物の心情や状況を豊かに想像しながら読むことに繫がっている。
しかし、その後に出てくる「おむすびころりん」では、お話のまとまりごと（文のまとまりごと）に
絵が添えられ、絵の占める割合は「はなのみち」に比べるとかなり少なくなっている。おそらく、子ど
もたちは学習の中では、文章を読みながら絵を見、絵を見ながら文章を読むことを行っていることが想
像できる。したがって、ここで使われている絵は、どの絵も文章としっかり対応しているものであり、
子どもたちの読み取りを補助するに足るものである。これはこの教材を使っての学習が、文字を読むと
いう言語活動を通して物語の筋をつかんだり、想像を広げたりして行く始まりだからである。そこには
文字を通して理解したり、想像を広げたりすることへのステップアップをねらう意図がある。
１年生の下巻の教科書に入ると文章と絵との関係は、文章が「主」であり、絵は文章を助ける「補助」
の役割が強くなっていく。２年生の上巻で扱われる「スイミー」の教材では、原作の絵本の絵が全て使
われているわけではない。これは、教科書を編集する際に、読み取りを重視するねらいのため、意図的
に絵を省いたからである。また、大きな魚が登場する場面では、魚の向きが原作とは逆向き（反転した
絵）になっていたこともあった。学年が進むにつれ、原作の絵本の絵は、補助的な役割が強くなってい
くわけであるが、文章だけでは読み取れない部分を絵が補っている。
Ⅲ まとめ
札幌市には、寄託図書制度というものがある。これは、市立図書館や開放図書館などをネットワーク
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で結び、依頼された図書の貸し出しを行うというものである。
２年生の下巻で扱われる「お手紙」（アーノルド＝ローベル作・絵 三木 卓訳）という教材の学習を
行う場合の実践を紹介したい。この物語は、がまくんとかえるくんの友情をテーマにした心温まるお話
である。ある日、元気のないがまくんに対して、かえるくんは手紙を書くことになる。ところが、かた
つむりくんに頼んだお手紙はなかなか届かない。かえるくんは、とうとう自分が書いた手紙の内容を打
ち明けてしまうことになる。がまくんはそんなかえるくんのやさしい気持ちに感動し、二人は幸せな気
持ちでかたつむりくんが届けてくれるお手紙を待ち続ける。
「お手紙」という教科書で扱われている作品は、「ふたりはともだち」の中にある五つの作品の一編で
ある。関連する作品には「ふたりはいっしょ」「ふたりはいつも」「ふたりはきょうも」などがある。こ
れらを並行読書として扱うのである。朝読書の時間や空き時間を利用し子どもたちに自由に読ませる。
教科書の「お手紙」の読み取りだけでは、分からなかった二人の関わりや、状況が詳しく分かってくる。
そうすることによって、それまで気づかなかったことに気付き、自分自身の読み取りに深まりや広がり
が生まれてくるのである。
Ｋ小学校の開放図書館は通称を「ほんだぁらんど」という。二人の図書館司書が中心となってボラン
ティアの方と共に様々な活動を行っている。活動には、貸出活動、研修活動、広報活動、美装活動、整
本活動、ダンボの会（読み聞かせ）などがあり、年間を通して子どもたちの本との関わりを豊かにして
いる。
国語の学習との関わりを考え、時期になると、レオ＝レオニ、宮沢賢治、今西祐行などのコーナーが
設けられる。子どもたちにはそれぞれの作者の本との出会いができるような工夫をしている。また、朝
ダンボ、お話の会、ローソクの会など、定期的な読み聞かせの会も行っている。読み聞かせで取り上げ
られる本は、絵本が中心であるが、低学年の子どもたちにとっては、本との貴重な出会いの場となって
いる。さらにボランティアの方の読み聞かせのスキルが高いこともあり、高学年の朝ダンボの様子を観
察していると、どの子も読書の楽しさに浸っている様子がよくわかる。スキルの高さとは、例えば、文
と文との間に微妙な「間」を意図的に差し込むことや、注釈が必要な場面では、さりげなくボランティ
ア自身に戻って説明を加えたりすることである。そうすることによって、聞き手はお話のイメージを確
実に持つことができたり、想像を広げたりしやすくなる。
寄託図書の制度や開放図書館の活動は、それだけでも素晴らしいものであるが、国語の学習、あるい
は他教科との関わりを強くしていくことによって、一層、その役割は重要になってくる。
小学校では１年生の児童が小学校生活にスムーズに適応していくために「スタートプログラム」を組
む。スタートプログラムは、生活面だけでなく、学習面で配慮すべきことにも及んでいる。プログラム
が作られるようになった当初は、１年生になる児童がそれまでに幼稚園や保育園で学んできたことや体
験してきたことを、あまり配慮せずに作られる傾向があった。したがって、児童にとっては「そんなこ
と知ってるよ」とか「そんなこと幼稚園でやってたよ」という気持ちにさせてしまうことがよくあり、
学習への意欲を損なうことに繫がることもあった。（小学校の場合、幼児の育ちを低く見る傾向があっ
た。例えば、給食の配膳の仕方や音楽の技能等について）
本稿では絵本の活用について、幼稚園と小学校（主に低学年児童）のねらいや扱われ方の違い、ある
いは活用にあたって配慮すべきことについて言及してきた。絵本の特性や扱い方についてよく理解し、
効果的な活用の仕方を実践していくことによって、絵本の持つ可能性は子どもたちの育ちに、今まで以
上によい影響を与えるのではないかと考える。また、絵本を有効に活用することで小学校生活へのスムー
ズな適応をより可能にすることも本稿から指摘できるであろう。こういった「絵本」を題材とした子ど
もへのかかわりは、IT社会といわれる現代において今後より求められることが予想される。それは書物
が与えてくれるゆったりとした「時間」や「空間」の心地よさの再確認ともいえる。
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